
Darjeeling
Lyrics, Produce: NF Zessho

日々は最悪 一人fly out
でも逃げたって現実はずっと目の前
日々は罪悪 一人fly out
もう向き合うような気力すら今はない
うらぶれてる 全部くだらないが振る舞いはFunny
だってみんな言う「人生は素晴らしい」
聞き飽きてる でも水差すのもなんか悪い
俺はそう思わないが人生は素晴らしい
Life is money？Life is honey？
Life is party？Life is 何？
こんなクソみたいなポップソングを聞きてえんだろうなみんな
イカレてる世の中じゃ枯れきったRose
でもクソみたいな曲書いて
嘘みたいなFlowすれば手に入るGold

Lifeに意味ナシ
みんな夜を恐れ人と寄り添うAll day
あぶれたヤツらは人を恨んでる 滑稽
死ぬことが怖いからと生きることを選んで
流れ行く無為をこの場所で眺めてる
この世界の前じゃ俺は無力
そして変わる為に起き上がることすら億劫
腹満たし眠くなれば寝てそれで十分
生きる為に美しくもないものを美しいと騙し
それが生きる理由になるとしたらこの世界そのものが病理
何を信じる？誰か信じれるか？
俺は無理 傷は癒えないまま 最悪 もう何もかも疲れた
いっそ奪ってくれ全て何も無いから
既に枯れていたブーケ
もしも地獄に落ちてもハイでいれるようにもう少しだけ

BUSTED!!
Lyrics, Produce: NF Zessho

Coolに決めたいTonight 現実そんな甘くない
結局ヨレたら終わり 1人でもTouch the sky
雲を置き去りに走り過ぎる俺の意識は
正気を保ったヤツに触れてくほど速度を上げた
時計の針が下を向く 真下になる頃上を見る
眠りが浅いから夢を見る 俺は信じたいものだけ信じる
定まらない視界立てない 目の前も明日も見えない
昔のトラウマ消えない それでもやりたいことがある
一人で戦うべき時には孤独に立ち返り歌う
俺はリリックを書いて探す本当の自分の姿
思慮が浅い奴に何も喋らすなFuck
全然考えてないヤツほどいつも発言が大胆
燃え盛り走る車輪 帝都に繰り出す小田急ライン
Give me more drugs!! それ故Busy
お前の愚痴よりも早くFinishこの1Verse
Make more real shit 口より行動 最低な日々
快楽に溺れ全て台無しになっても結局最後は死人

風を切り走り去る 虚無の向こうに
風を切り走り去る 孤独の向こうに
世界は俺とお前の思いのままさ
足りてないものがあるなら俺は生み出す

I feel like someone called me.
俺を引き止めるものはないのに
漂うだけのMany feelings 掴み前に



Butterfly Effect
Lyrics, Produce: NF Zessho

毎朝起きては死に近づき 昨日と同じく荒れた部屋で一人
次に思うのはLife is bitch
しかし未だにそいつは振り向かずにいる
俺の世界は凪ぎ 時計の針が鳴る
街の嵐も窓の外のことと いつも遠ざけ虚ろな目して傍観
Slow down. I knew that.
君が消えたこの世界では
何もかもが退屈なままで見当違いな答えを出して
全部のものに代えがきくような
この世界では恐らく見えない真実の愛はどこ探しても
「それでも…」からの否定がいつも出ずに
全てに疲れ今日が終わっていく
他人を許す事を覚えたばかりに
俺が俺を保てなくなり直に消えていく

時間の戻せないButterfly Effect
君を思う何も知らないままで
言葉すらももう浮かばないけど
もうflowすることさえも俺の器には収まらないほど
楽になるため今日も ペンを取り描く汚いライフ
消したい今を

Sink into the Floor
Lyrics, Produce: NF Zessho

Sink into the Floor 一息飲み干したポーション
現実味は無いがこれがReal うねりだしたステレオ
捻るダイヤル 導き出すナンバー"814"
そのケースの中身ならパルプ・フィクション
どこで何を食らってようが俺は逃げられない俺から
瞳孔を無理に開き点したAll Colors
日々はカウントダウン 枯れていくドラッグと薔薇
悲しみの数の分 バレット込める弾丸
砂城 崩壊してく最中 Bad Trip寸前の際で意識改革
溶け出した身体 消える時間感覚
ハイになればなるほど天井は遠のいてくばかりだ
既に何がしたいかなんて忘れた
今はただ快楽にどっぷりと浸かりたい
心の奥底のグリンゴッツの金庫
こじ開けて解放するピース My Zion

まるでキャスパー まるで走るフォレスト・ガンプ
なんにだってなれるような気がした
ミュートにして流す映画 夜のオレンジサンシャイン
落として積み上げた灰は世間の常識の残骸
No Flex 脱ぎなコンプレックス 今包まれた優しさは透明
Life is Strange 俺がマックスならばこの時間がクロエ
今がマックスならば後の時間は落ちてく
テープの中の映画みたいにここはMatrix
デッキは正しく動くはずなのに
この世界においては出来ずのままの巻き戻し
逃避に次ぐ逃避 俺の生き様と書いて読みは醜さ
もうじき迎えに来る
前借りした喜びの分
俺が先送りにした悲しみが積もりできた星屑



Paradise
Lyrics, Produce: NF Zessho

無い事なんか知ってるよ 全ての答えは
だけど求めたくなる それもわかる
あいつが命を紡いだ事を神に感謝した朝
俺の肝臓の中でエクスタシーが溶けだした晩
影と光が街を交差した
大丈夫 俺は俺の意志の赴くままにこんな道を選んでるから
敬意と共に跳ね上がるゲイン
そして人知れずに一人焦がす
あいつの親父がこの世を去ってからもう何年
あいつがあいつを愛した日から長い歳月
ぼんやりと灯った月の満ち欠け
吐いた煙をどこか遠くへ流す夜風
死ぬ気なんてないのに死にたさが蝕むような夜は
自分が生きるべき正しい生き方を知るためにあって

もし何も失わず得られたら
何一つ変わらずに進めたら
もしそれが本当に実現しても
それが良いものなのかなんて知る由もない
愛 この腕をするりと抜けて
凪に藻掻いて
土に還るその時まで憂いて

祝福の有無は抜きに誰しもは産まれてきた
無数の悪意を眺めることもとっくに慣れてきた
季節が変わり花が枯れた
長らく更地だった場所には綺麗なビルが建った
褪せた話題ばかり行き交う夜は
決まってあいつとはじめて出会った時の事を鮮明に思い出す
少しばかりの喜び 些細なほころびが静かな季節を彩り
君の言う通りこの世界も俺も君も全部消え失せたら
恐らくそれもそれでもしかしたら悪くないのかもしれないけど
きっと俺も君もまだすべきことがあるはずで
確かに辛くてイカれそうになるけど

Angelus
Lyrics, Produce: NF Zessho

ずっと曇ってるのはこの空かこの目か
いつからか考えるのも辞めた
イラつきや悲しみがあればすぐにフロウした
それで幸せになれたら誰も苦労なんかしない
気にも留めないこの街の事情
世間からは遠ざかった俺たちの遊びや俺の日常
ダチが増えるたびに言えない事が増えて
パンチラインよりもパンチとラインに目を奪われて
物事の正否 それを考えるたびに病んだ精神
ラッパーズは生き様を身を挺して提示
俺はいつまでも放蕩し無責任
現実と理想の不整合が起こした数々の問題に
向き合うべくまずはこの机の整理
丸めた千円札を広げて 自販機で買ったコーヒー
珍しく開いたままの踏切

擦り切れた現実と肺胞 手にした勝利こそが敗北
骨を砕き鳴らす音色 羽を休めたい天国
生まれ落ちて以来 自然と背負わされた業
妖艶な欲望が目の前を通る
人々が思うよりもずっとLifeは尊く
そしてずっと不道徳 そしてずっと盲目

ずっと曇ってるのはこの空かこの目か
今日も相変わらずカーテンを閉ざしたままの部屋
これが俺の人生だと言い聞かせて
彩れたはずの日々を無駄にした
去っていった人に去った街をたまに思い返す度に俺は囚われた過去
明日以降の不可能それを可能に変える為に今はこれをフロウ
同じように巡る日々や行動 別の視点で浮かぶ新らしい意味や感動
"要は恐らく気の持ちよう"
ダメな時は割り切ってハイになって
いける時にSpit イカしたビート上
俺と同じあぶれ者に幸あれとBig Shout
現実は嘘みたいに辛いが
超えてみれば苛まれた悩みの大半は以外とあっけない



After 10 Laps
Lyrics: NF Zessho
Produce: CRAM

何に怒りなぜ腐る ワケを消化して昇華
それの繰り返し 一人たまに振り返るが
この道はもう既に正しいとか間違いのその先
それぞれの都合孕み動く街の人波
ビルの相中 アラーム止めるPM5
砕くロキソニン 同じ場所を行ったり来たり
またも改めて生を受けた今世で
楽な道 それだけが幸せとは限らずだがDon't test
それぞれの道に幸祈り
俺は一握りの知恵を手に行ける内に前に
人の愛に触れる前にまず自らと対峙
時は止まらず 立ち止まれば立ちはだかるReal
「全部手に」と欲をかく時に知恵は手から離れ
何か得るために何か捨てるとして
時世の価値観より手に取りたい確実な意志
今ハッキリと見えた 選び進むべき道


